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岩塩 中か ら単離し た耐塩性 細菌お よび好塩性細 菌 の 研 究

演者 ： o 池 田 宏文、田 野綾 人 （指導教諭 ： 中川 和倫）

所属 ： 松山南高校生物 部、理数科

キ
ーワー

ド ： halotolerant　bacteria
，
　halophilic　bacteria

口的 ：市販 の 岩塩 か ら耐塩性細菌を単離 し、高浸透圧下 で 生 育で きる仕組み に つ い て検討する．方法 ：

養分濃度につ い て 通常及び希釈 した液体培 地に砕 い た岩塩を溶解 し て高塩分濃度に し、25コで培養する。

液体培地が濁 っ て くる と、そ の
一

部を高塩分濃度 の 寒天培地 に移 し て 培養し、菌株を単離する。得 ら

れた菌株に つ い て 、飽 和食塩水 中で の 浸透 圧調節を調 べ る。結果 ：岩塩 の 産地に よっ て、貧栄養性 を有

する 菌株 と有 し な い 菌株があ っ た 。 高塩 分濃度 の 寒天培地 で は、赤色 の コ ロ ニ
ー

を生 じ る こ とが多か

っ た。特に 、液体培地 の 塩分濃度が高くな る ほ ど、単離 し た コ ロ ニ
ー

の 色 が 濃 くなる菌株 が あ り、こ

の 菌株で は塩分 20％に なる とコ ロ ニー の 粘性が高くな る性 質があ っ た 。 別 の 菌株 で は塩 分濃度が 高 く

な る ほ ど、顕微鏡観察で菌体内 に 確認 され る 顆粒状 の 物質が多くな る傾向 が あ っ た。また、単離 され

た 細菌に は グ ラ ム 陰性 の も の が 多か っ た。高塩分濃度 と低塩 分濃度 を交 互 に 繰 り返す シ ャ トル 培養 の

結果、高塩分状態 で 菌体内 に 作られ低塩 分状態 で 菌体外 に放 出 され る物質には、増殖 を促進す る性 質

が あ っ た。考察 ：高塩分濃度 ドに お い て 、菌体 が産生 し蓄積す る浸透圧調節物質があ る と考えられ る。

そ の 中に は 、菌体表面 に分泌 され て 外界の 厳 しい 環境か ら菌体を保護 す る粘性 物質 もある。菌体外 に

排 出され る浸透圧 調節物質に は 、増殖 時 の 養分に な る物 質もある 。
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バ イ オ リア ク ター化 した有機溶媒 耐性細 菌 による排水浄化 の 研究

演者 ：。 池本啓祐、松原圭祐、池下幸恵 （指導教諭 ： 中川 和倫）

所属 ： 松 山南高校 生 物部、理 数科

キーワー ド ：bioreactor，　oTganic 　solvent 　torerance，　drainage　purge

目的 ： 土 壌中 か ら単離 した 有機 溶媒耐 性 細菌を バ イ オ リ ア ク タ
ー

化 し、排水 中 の 石 油や食 用油を分 解

するバ イ オ レ メデ ィ エ
ー

シ ョ ン に挑戦する。方法 ：液体培地 に灯油や食用油 を加 え、そ こ に少 量 の 試

料土壌を入 れ て培養 し、寒 天 培地 で 菌株 を単離する。得 られ た菌株 をア ル ギ ン 酸 で 固定 した バ イオ リ

ア ク ターと し、灯油や食用油 の 分解性 に つ い て調べ る。結果 ：培地 に灯油 を 2 ％加 えた ときの 分解 が最

も早 か っ た。そ の 際、埓地 中に 黒 い 物質を生成 し 、 細 菌は く り返 し使 用 で きた。単離 され た数種類 の

細菌は、単独で は 灯油を完全 に分解す る こ とが で きず 、 組合 せが分解 の カギを握 っ て い る こ とがわか

っ た。
一

部 の 細菌に は 灯油に 対する資化性 もあ っ た 。 単離 された大部分 の 細菌 は有機溶 媒 に 対す る耐

性が あ り、
一
部 の 菌株に は トル エ ン な どに対す る 資化性 もあ っ た、、 食 用油 に 対 し て は、単独 で 完 全 に

分解で き る 菌株 ば か りで 、い ずれ に も資化性 が あ っ た。分解 は 、サ ラダ油 よ りもキ ャ ノ
ー

ラ油の 方が

早 く、使用後 よ り も使 用前 の 油 の 方 が 早 か っ た。得 られ た 分解菌を ア ル ギ ン 酸 で ビーズ状に 固定 し、

分解能 力を比較 した。そ の 際 、灯油分解 につ い て は菌株 を組 合せ 、食用汕分解に つ い て は 単独の 菌株

を用 い た。そ の 結 果、岡定化 した菌株 の 方が安定し て 分解が 継続する こ とがわ か っ た。考察 ： 灯油の

分解 には複数 の 細 菌 が 同時に 働 く こ と が 必 要 だ が 、食用汕の 分解に は単独 の 細菌で作川 で き る 。 菌株

を ア ル ギ ン 酸 で 固定し て バ イ オ リア ク ター
化す る こ とに よ っ て 、分解 を継続的 に 安定 させ る こ とが で

きる。固定化 ビ ーズ をネ ッ トに包ん で 配水管に セ ッ トする こ とで 、排水 の 浄化が 目∫能 で あ る 。
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